
【会長の時間】小川会長 

本日は先週、勝木直前会長から承継しての今年度の初例会となりま

す。ご参加賜りました奥様方、初例会に花を添えて頂き心よりお礼申

し上げます。 

さて今日７月7日は「七夕」です。「七夕」は二十四節気・雑節（七

十二侯）に照らすと「夏至」から11日目の「半夏生」の最後の日に当

たります。今年は二十四節気の「小暑」（7/7～7/22頃）に当たり、「温

風至る」と言って夏の風が、熱気を運んで来る頃に吹く白南風（しろはえ）と呼ぶそうです。

本来は梅雨明けなんで本格的な夏はまだ少し先のはずが今年は特に梅雨明け前から連日の猛暑

で熱中症で搬送される人もうなぎ上りとのことで先が思いやられます。東海地方の梅雨明けは

今日らしいです。 

「七夕」について少しおさらいをしたいと思います。皆さん、空から降ってくるほどの満天

の星を見られたことはありますか？七夕の頃は本来、梅雨空で見えないことが多いですが，晴

れれば乳をこぼした跡ともいわれる天の川（MILKY WAY）のきめ細かな無数の星の群れが夜空に

かかります。天の川を挟んで「こと座」のベガ（織姫の星）、「わし座」のアルタイル（彦星の

星）が雨で川を渡れないと時は鵲（カササギ）が橋渡し役をして相思相愛の二人は年に一回だ

け会うことが出来るのです。ちなみに「七夕」の伝説は中国から伝ったものでカササギは中国

でも日本でも良い知らせの前触れと言われ、カササギは鏡に映った自分の姿を自分だと認識で

きる極めて賢い鳥で哺乳類以外ではカササギだけとのことです。カササギによる橋渡しの伝説

は「忘己利他」に根差したものと言えます。正にロータリ－の根幹です。今夜は果たして晴れ

るでしょうか？皆さん今夜は是非、夜空を仰いでみてください。 

日本には先程言いました二十四節気・七十二侯という暦が有ります。これはかつて日本が長

く用いた旧暦で、太陽暦（地球が太陽の周りを一周する時間の長さを一年とする）と太陰暦（月

が新月から次の新月になるまでを一か月とする）を組み合わせた「太陰・太陽暦」を用いてお

りました。旧暦の日本では季節を太陽暦の一年を四等分した春夏秋冬の他に、二十四等分した

二十四節気と七十二等分した七十二侯という細やかな季節の移ろいを表す暦が取り入れられて

おりました。二十四節気は立春から始まり春分、夏至、秋分、冬至の四つの時期（二至二分と

呼ぶ）に春夏秋冬の盛りを迎えて大寒で一年を締めくくられて一年となります。不思議なのは

七十二侯で「東風凍を解く」というのが最初の候の名前です。「桃始めて笑う」「虹始めて見る

（あらわる）」等季節のそれぞれの出来ごとをそのまま名前にしているのです。花・鳥・草木や

自然現象にまなざしを向ける七十二侯という暦は生きとし生けるものの息吹に満ちた暦であり、

田植えや稲刈りの時期など農作業の目安になる農事暦でもあり、桃の節句、端午の節句などの

五節句や節分、彼岸、八十八夜、入梅、土用等の雑節と呼ばれる季節の節目は今の暮らしに溶け込んで年中行事としてなじみ深いもの

が少なくありません。今年度、「会長の時間」では季節の移ろいを旧暦の暦に照らして紹介したいと考えております。 

 

【幹事報告】 ◎お知らせ 

・名張川納涼花火大会の翌日7/27は6:00より清掃奉仕作業です。オレンジジャンパー着用、メーキャップ扱いです。 

・7/28（月）はガバナー補佐訪問とクラブ協議会です。 ・8/25（月）は名張警察署長の卓話です。 

第2821回例会 

7月14日(月)12:30点鐘 

 

 

【総合司会】宮尾 保範 副会長 

【ソング】四つのテスト 

【行事】国際大会報告／亀井直前

ガバナー卓話 

【次回のお知らせ】 

7/21（月）法定休会（海の日）

7/28（月）第2822回 

  ガバナー補佐訪問／例会後ク

ラブ協議会 4階会議室E（各委員

長・新会員） 

本日のプログラム 

第2820回例会 

7月7日(月)12:30点鐘 

【出席報告】      川地君 

〇ゲスト 米山奨学生 劉 鑫 様 

〇ビジター 

〇出席報告 

 会員数 42名 欠席人数 5名 

 出席人数 37名 

 出席免除者 1名 

 事前メーキャップ 1名 

 出席率  92.68% 

〇6/16(月)の出席率は 

ﾒｰｷｬｯﾌﾟの為90.48% を  

92.86% に訂正致します。 

前例会の記録 



・名張高校の2名を青少年交換留学生の候補に推薦しました。派遣した場合は受入義務があることをご了承願います。 

・地区補助金事業としてプラネタリウムを名張市教育センターに贈呈し、星空観察会を行う予定です。 

・７月のロータリーレート 1ドル＝145円 ・津ロータリークラブより創立75周年記念誌が届きました。事務局でご覧ください。 

・テーマ幕はＲＩ会長が変更になったため8月予定で準備中です。 

◎家庭集会  7/10（金）当番リーダー：藤森（延期）  出席者：森本 岩見 伊集 瓦井   

◎他クラブ例会の変更  ※事務局にてご確認ください 

名張中央ロータリークラブより  7/16（水）8時～ 男山桜の森 整備事業 7/23（水）12時30分～ 13:30からクラブ協議会開 

※ビジター受付は7/16（水）のみ12:00-12:30事務局にて 

上野ロータリークラブ 7/29（火）公認休会  上野東ロータリークラブ 7/31（木）特別休会 

◎その他  ・三重県薬物乱用対策推進本部より「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金運動に対する協力お願いが届きました。ポスターを

例会場に掲示後、事務局へ掲示します。 

 

【卓話】小川会長 

今日は古（いにしえ）の道は“縁の道”について話します。奈良には飛鳥・奈良時代の官道で南北道としての東から「上ツ道」「中ツ

道」「下ツ道」、東西道としての「横大路」等が有ります。私が育った家は「上ツ道」（上街道）添いに有ります。「上ツ道」は有名な「山

の辺の道」の西側の道でJR桜井線（まほろば線）の沿線になります。駅で言うと奈良から京終（きょうばて）・帯解（おびとけ）・櫟本

（いちのもと）・天理・～卑弥呼ゆかりの古代古墳群の纏向（まきむく）・三輪（みわ）・桜井・・・と続きます。私の育った所は櫟本の

北隣の楢（なら）という村で、子授かりでご利益のある「楢神社」という古いお宮さんが有り、社は春日大社の御造替（ごぞうたい）

の折に払下げを受けて氏子皆んなで担いで持ち帰ったとのことです。又、村の当方の「東大寺山」の中に上の社が有り、櫟本周辺も名

張同様に東大寺領だった様で不思議なご縁です。「上ツ道」は桜井市の慈恩寺で東からの道、「初瀬街道」（伊勢街道）に繋がるのです。

話の締めで活動計画書に触れておきます。一昨年の二月堂の松明調進で奈良を訪れて久しぶりに奈良町周辺を散策した折、猿沢池から

少し南に下った所に朱色の小さなお宮さんが有り、鳥居の横に「上ツ道 伊勢街道」と掲示された看板が目に留まりました。『やっぱり

道は繋がってんねんや‼』と小さく叫んでしまいました。今回、上ツ道（上街道）と初瀬街道を検索してみると、朱色のお宮さんは伊勢

ゆかりの「猿田彦神社」であることが分かりました。そんなわけで今年度の活動計画書の表紙は“縁の道”の証としての朱色の社、二

月堂の松明調進、「韃靼松明」（だったんたいまつ）、そして私が惚れ込んだ山並みの奇麗な名張の茶臼山と赤目四十八滝のシンボル「荷

担滝」にしました。 

 

■ゲストスピーチ 劉 鑫さん 

「中国の少子高齢化問題と日本の経験からの啓発」 

日本の少子高齢化対策の経験は成功と失敗の両面において中国の少子高齢化対策の構築が役に立つという

仮説に基づいて中国の少子高齢化の抑制には、「一人っ子政策」の緩和と同時に未婚化対策が重要です。日

本は結婚、妊娠・出産、子育ての各段階に応じ、一人一人を支援するなどの政策を展開して出生率の回復と

高齢化の抑制に少し効果がありますが若者の幸福度も重要です。「子どもができたら支援」ではなく、「子ど

もを持てる前提を整える政策」への転換が求められています。中国が今後少子高齢化に対応していくうえで

日本の経験をそのままコピーするのではなく、成功と失敗の両面を踏まえ、自国の社会文化の背景に応じた

総合的な政策設計を行うことが不可欠です。日本の事例は中国にとって貴重な参考資料となります。 

 

【ニコニコBOX】本日の合計金額 42,000円 

〇今年度の初例会を迎えました。1年間よろしくお願いいたします。 小川会長 

〇福本さん先日は有難うございました。 坂本幹事 

〇劉さんいらっしゃい 三枝君 

〇新年度初例会を祝して コロナ ご心配をかけまし

た。 浅津君 

〇初例会を祝して。小川会長、坂本幹事1年間よろし

く。 川地君 亀井君 中森君 中島君 福本君  

城山君 的場君 川口君 藤森君 宮尾君 奥中君  

奥田君 廣瀬君 森本君 廣野君 志浦君 三木君 

山本君 今中君 杉本君 大崎君 丹下君 瓦井君 

隠地君 脇坂君 玉田君 遠山君 大薮君 小川君 

梅澤君 富永君 

〇同文+早退のおわび 井上君 

 


